
岡崎（仮）セントラルアベニュー
デザインの方向性と考え方の提案
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第２回デザイン会議説明用

studio on site
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1.広域から考える	

2.トラフィックセルの考え方	

3.市道篭田線のシェアドレーンについて	

4.ブロックごとの考え	

5.実現に向けて

CAデザインチームからの提案

Quruwa/くるわ
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「歩いて楽しく、自転車で回れて、車でも来やすいまち」

第一回デザイン会議
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プロポーザルの提案と、その後の検討/協議により
見えて来た方向性を説明

toyouniv
長方形

toyouniv
テキストボックス

toyouniv
テキストボックス
資料1-2

toyouniv
テキストボックス

toyouniv
テキストボックス

toyouniv
ノート注釈
toyouniv : Unmarked



この場所(CA)の存在意義を  
考えることから。

・この先、どんな街にして行きたいのか。 
・そのために、ここはどんな場所であるべきなのか。

「先ず広域エリアの全体像から考える」
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1.広域から考える

中心市街地を 
「歩いて楽しい街」へ

多くの既存ストックを 
繋ぎ合わせる軸を形成する
・多くの公共施設群 
・河岸段丘や乙川、河川敷などの自然資源 
・歴史的街区、旧東海道の存在 
・リノベーションまちづくり/かわまちづく
り/歴史まちづくり/観光まちづくりの活動

・回遊性を回復して中心市街地に界隈を創出	

・新しい「都市の移動モード」となる

＜エリア全体計画＞

＋
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どんな街にして行きたいのか→

どんな場所であるべきか→

1.広域から考える

丘陵と川を繋ぐ軸 
+	

歴史的な街のスケール感
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国道一号線	
↓

1.広域から考える

＜既存ストックとしての自然環境＞

実現のためには  
広域の交通計画や 

広域エリア全体の持つポテンシャルから  
考えていく必要がある。
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「歩いて楽しく、自転車で回れて、車でも来やすいまち」を実現する為に	
「通過/基幹交通」と「歩行者優先の界隈」を明確にする

2.トラフィックセルの考え方の導入して界隈を生み出す
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・安心して歩ける界隈と、移動／来訪の利便性を両立させる。 
　→同時に公共交通機関の見直しや、駐車場の再配置も検討することも重要 
・トラフィックセルの内部は、歩行者に最適化された空間を目指す。

2.トラフィックセルの考え方の導入して界隈を生み出す
長期的に計画す
る必要が有る

P

P
P

(P)

P

歩行者が安心して
回遊出来るエリア

リノベまちづくり

かわまちづくり

歴史まちづくり

観光まちづくり

人道橋

籠田公園
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歩行者の界隈性をつなぐ回遊動線(ループ)=「Quruwa/くるわ」が機能する

2.トラフィックセルの考え方の導入して界隈を生み出す

歩行者の界隈性をつなぐループ(Quruwa)が生まれるで 
CA がどんな場所であるべきかの方向性が見えてくる。

・市道篭田町線と中央緑道は歩行者を最優先にした空間として
一体で考える。 
→「Quruwa/くるわ」のループの一部として検討する 
・トラフィックセルにより分けられたCA（ブロック） はそれ
ぞれ異なる個性を持ち、多様性が歩く楽しみを提供する。 
・CA は移動と滞留が共存する場所となる。
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→市道/篭田線は「歩車共存道路」とし、歩行者/車/自転車の 
「シェアド・レーン」を取り入れる。
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(実現する為の検討事項) 
・交通量を減らす 
→広域の交通計画を周辺も含め検討を行い、
篭田線の通過交通をなくす 
・自転車、自動車の速度を抑制する仕組み
を検討	

→歩行者を最優先とする速度に抑制する 
・自転車も軽車両として、市道部分をシェ
アすることとする。 
・緑道部分は歩行者のみの空間とし、移動
と滞留を両立させる。

移動しやすい 
歩いて楽しい

滞留スペース

シェアドレーン

3.市道篭田町線と中央緑道の整備イメージ

シェアドレーン 歩行者専用
(仮)セントラルアベニュー

・籠田公園/中央緑道/人道橋とブロックごとに明確な個性をもつ場所。 
・そのうえで、600m全体がCA としての統一感を持つ場所。 
・イベント時はもとより、日常的にも使われる場所。 
・自転車、歩く人、滞在する人、が共に居られる場所。 
・主体的に、かつ様々な立場で市民が関われる場所であり持続的に活動が出来る場所

CAはどんな場所になるのか。
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「くるわ」全体へ展開される	

ストリートデザインのリーディングプロジェクトとなる場所

＋将来的には…
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橋上、橋詰	

→人が集まる場所

ヒマラヤ杉を活かした林	

→立体的な空間

国道一号線に対して新たな
岡崎のディスプレイ	

→往来する人の姿が見える

河岸段丘の斜面を
活かした空間

広い芝生広場

街の延長としていろいろなア
クティビティを受け入れる「街
の縁側」的な大屋根空間

→自然環境、交通政策、地域の活動、歴史などからそれぞれのブロックを
読み解き、異なる個性をもつ場所が連続して、歩く楽しみを提供する場所

4.ブロック毎の位置付け

乙川

国道一号線	

▼

河岸段丘

伝馬/康生通り	

▼
地下駐車場出入口	

▼

旧東海道

人道橋
籠田公園

連尺通	

▼

既存樹木

堤防道路	

▼

歴史的文脈を継ぐ

>>>場所の持つ特性から考えるブロックごとの方向性の提案
→市民ワークショップで共有する

乙川

国道一号線	

▼

河岸段丘

伝馬/康生通り	

▼
地下駐車場出入口	

▼

旧東海道

人道橋
籠田公園

連尺通	

▼

既存樹木

堤防道路	

▼

4.ブロック毎の位置付け
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<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<一体につなぎたい！！！>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>



どのようにして、 
この場所をつなぎ、機能させて行くのか

・様々な専門家からなるデザインチームの編成。 
→(CAデザインチーム) 
　ランドスケープ、交通計画、市民参加、公民連携、地元NPO 
・デザイン会議と市民参加ワークショップによる、ソフトとデザインの連動 
→模型を使った合意形成(S=1/500、S=1/300) 
・民間主導の公民連携まちづくりを導入し持続可能な仕組みを作る 
　→PPPエージェント、事業者、行政、市民の連携
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5.実現に向けて

ありがとうございました。
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studio on site




